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宮
益
坂
で
「
路
上
駐
車
削
減
に

向
け
た
社
会
実
験
」
を
実
施

宮
益
坂
の
車
道
は
片
側
２
車
線
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
は
１
車
線
に
荷
さ
ば
き
車
両

（
沿
道
の
店
舗
な
ど
に
荷
物
を
運
ぶ
車
）
な
ど

が
停
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
渋
谷
区

で
は
、
宮
益
坂
の
快
適
な
歩
行
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
11
月
21
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
、
宮
益
坂
で
「
路
上
駐
車
削
減
に
向
け
た

社
会
実
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
で
は
、

宮
益
坂
に
荷
さ
ば
き
の
車
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
共
同
荷
受
施
設
を
臨
時
に
設
置
。
さ
ら

に
荷
物
に
制
限
を
設
け
、
配
送
を
他
者
に
委

託
可
能
な
荷
さ
ば
き
車
両
は
共
同
荷
受
施
設

に
（
図
中
①
）、
そ
れ
以
外
の
荷
さ
ば
き
車
両

は
宮
益
坂
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
エ
リ

ア
に
（
図
中
②
）、
そ
の
他
一
般
車
両
は
周
辺

の
駐
車
場
に
（
図
中
③
）
駐
車
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
声
か
け
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
２
参
照
）。

「
歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間

の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験
」

宮
益
坂
で
は
「
路
上
駐
車
削
減
に
向
け
た

社
会
実
験
」
に
続
き
、
平
成
30
年
度
（
平
成

30
（
２
０
１
８
）
年
10
月
1
日
〜
26
日
）
と

平
成
31
年
度
（
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
11

月
25
日
〜
12
月
6
日
）
に
「
歩
行
者
中
心
の

道
路
空
間
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
短
時
間
荷
さ
ば
き
駐
車
へ

の
対
応
に
加
え
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
と
し
て
仮
設
歩
行
空
間
を
設
置
。
歩
行
空

間
は
宮
益
坂
中
央
部
の
横
断
歩
道
付
近
の
第

一
車
線
に
設
置
し
、
歩
行
者
の
た
め
の
休
憩

及
び
た
ま
り
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
実
験
を
行
っ
た

結
果
、
歩
行
空
間
の
本
整
備
が
決
ま
り
、
現

在
工
事
が
進
行
中
で
す
。

道
玄
坂
で
も
令
和
５
年
度
（
令
和
６
年
２

月
５
日
〜
３
月
１
日
）
に
、「
歩
行
者
中
心

の
道
路
空
間
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
で
は
、
将
来
の
路

上
に
お
け
る
貨
物
の
積
卸
し
や
停
車
の
あ
り

方
の
検
証
を
目
的
と
し
て
、
道
玄
坂
の
暫
定

的
な
片
側
１
車
線
化
、
貨
物
車
の
た
め
の
積

卸
し
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
乗
用
車
や
タ
ク

シ
ー
の
た
め
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

図１　大山街道立地状況

図 2　宮益坂の荷さばき・駐車スペース

図 5　宮益坂社会実験実施場所

図３　宮益坂パーキング・チケットの位置

図 6　宮益坂仮設歩行空間

図 4　宮益坂の歩行環境改善イメージ（例）

図 7　道玄坂社会実験実施場所
※�後半の期間は停車スペースを利用できません。人の乗降には貨
物荷卸しスペースをご利用ください。
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前半：2月 5日（月）～ 2月 18 日（日）

貨物積卸しスペース
停車スペース

後半：2月 19 日（月）～ 3月 1日（金）

貨物積卸しスペース

渋谷区 渋谷区　土木部企画管理課　TEL：03-3463-3114（受付時間 8:30-17:15※土日祝除く）事業に関するお問合せ先実施主体

皆様のご協力をお願いします

~ ※予定（月）52 （金）1
3道玄坂の片側１車線化

貨物積卸しスペース・停車スペース
の設置検証

※道路の使い方イメージの一例であり、
決定されたものではありません

実施スケジュール

パシフィックコンサルタンツ（株）　交通政策部　TEL：03-6777-4488（受付時間 9:30-17:30※土日祝除く）社会実験に関するお問合せ先

実施場所実施場所

社会実験の目的 貨物積卸しスペース

停車スペース

貨物の積卸し時に優先的に
利用できるスペースです。
タクシー・乗用車の
人の乗降にも利用できます。

タクシー・乗用車の人の乗降
に利用できるスペースです。

この期間は停車スペースを
利用できません

人の乗降には
貨物積卸しスペースを
ご利用ください

貨
貨
物
の
積
卸
し

　優先
の
ス
ペ
ー
ス

貨
物
の
積
卸
し
時
に
優
先
的
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

タ
ク
シ
ー
・
乗
用
車
の
人
の
乗
降
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

道
玄
坂
は
駐
車
禁
止
で
す
。

実
際
の
交
通
規
制
に
従
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

停
人
の
乗
降
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

タ
ク
シ
ー
・
乗
用
車
の
人
の
乗
降
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

道
玄
坂
は
駐
車
禁
止
で
す
。

実
際
の
交
通
規
制
に
従
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※看板はイメージです
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準備 復旧
後半前半

実験実施

準備：夜間に 1車線化のためのバリケード
              を設置します
復旧：設置したバリケードを撤去します

準備開始：1月 22 日（月）
復旧完了：3月 8日（金）

　渋谷区では、渋谷のメインストリートである宮益坂と道玄坂（大山街道）
を現在の車中心の道路空間から歩行者中心の道路空間へ転換させることを目
指しています。
　今回の社会実験では、道玄坂を歩行者中心の道路空間とするために、将来
の路上における貨物の積卸しや停車のあり方の検証を目的として、道玄坂の
暫定的な片側１車線化、貨物車のための貨物積卸しスペースの設置、乗用車
やタクシーの停車に利用する停車スペースの設置を実施します。
　社会実験へのご協力をよろしくお願いいたします。

渋谷区

渋
谷
区
の
20
年
後
を
見
据
え
て

ス
タ
ー
ト
し
た
道
路
整
備
事
業

渋
谷
区
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
10
月
、

20
年
後
を
見
据
え
て
「
渋
谷
区
基
本
構
想
」

を
改
定
し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構
想
に
掲
げ

る
７
つ
の
分
野
の
１
つ
が
「
空
間
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
、
空
間
の
創
出
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
化
と
成
長
を
め

ざ
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
再
開
発
が

同
時
進
行
し
て
い
る
渋
谷
駅
周
辺
で
は
、「
渋

谷
駅
中
心
地
区
ま
ち
づ
く
り
指
針
２
０
１
０
」

（
平
成
23
〈
２
０
１
１
〉
年
３
月
）
に
お
い

て
、「
め
ぐ
り
歩
い
て
楽
し
い
回
遊
空
間
」
の

創
出
を
め
ざ
し
て
お
り
、
歩
行
空
間
の
確
保

と
道
路
空
間
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で

あ
る
宮
益
坂
と
道
玄
坂
を
歩
行
者
中
心
の
道

路
と
し
て
再
整
備
す
る
た
め
に
、
平
成
28
年

度
に
地
域
、
関
係
事
業
者
、
行
政
、
学
識
経

験
者
等
に
よ
る
「
宮
益
坂
・
道
玄
坂
道
路
環

境
整
備
検
討
会
」
を
設
置
し
、
大
山
街
道
整

備
事
業
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

整
備
事
業
の
知
見
を
得
る
た
め

欧
州
都
市
の
先
進
事
例
を
視
察

海
外
で
は
多
く
の
国
で
道
路
の
歩
行
者
空

間
化
や
道
路
空
間
の
利
活
用
が
進
み
、
自
動

車
の
急
速
な
増
加
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
道
路

空
間
を
活
動
や
暮
ら
し
の
空
間
と
し
て
取
り

戻
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

先
進
事
例
は
、
歩
行
者
中
心
の
み
ち
づ
く
り

を
進
め
る
渋
谷
区
に
と
っ
て
、
大
変
参
考
に

な
る
も
の
で
す
。

区
で
は
大
山
街
道
整
備
事
業
に
活
か
す
た

め
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
６
月
24
日
か

ら
7
月
2
日
の
９
日
間
、「
公
共
空
間
先
進

事
例
欧
州
視
察
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
視
察

に
は
道
路
管
理
者
の
立
場
と
し
て
渋
谷
区
土

木
部
道
路
課
の
職
員
２
名
、
地
域
や
事
業
関

係
者
等
が
参
加
。「
歩
行
者
空
間
の
確
保
」

「
道
路
空
間
の
利
活
用
」
と
い
う
視
点
で
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ン
ド
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
の
先
進
的

取
り
組
み
を
視
察
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
内
容
を
も
と
に
「
歩
行
者
中
心

で
利
用
者
目
線
の
道
路
デ
ザ
イ
ン
」「
豊
か

な
暮
ら
し
を
支
え
る
空
間
の
提
供
」「
丁
寧

な
プ
ロ
セ
ス
と
明
確
な
表
現
」
を
渋
谷
の
み

ち
づ
く
り
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
、

整
備
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

渋
谷
駅
周
辺
を
中
心
に
、
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
再
開
発
が
進
む
渋
谷
区
で
は
、平
成
28
年
度
よ
り
大

山
街
道
整
備
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
宮
益
坂
と
道
玄
坂

の
歩
道
を
広
く
し
、歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
、公
共
空
間
先
進
事
例
の
欧
州
視
察
、

路
上
駐
車
削
減
に
向
け
た
社
会
実
験
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
山
街
道
整
備
事
業（
大
山
街
道
の
街
並
み
づ
く
り
）

宮
益
坂
・
道
玄
坂
に
お
け
る
歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

未来への取り組み
～23区の未来図～

第7回

巻頭特集

渋谷区

キングクロス駅周辺のカナルサイド・
グリーン・ステップス　
運河沿いの空間

ブキャナンストリートの
昼時の賑わい

段差のないエキシビジョン
ロード全景

段差のないエキシビジョン
ロードの横断歩道部
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宮
益
坂
で
「
路
上
駐
車
削
減
に

向
け
た
社
会
実
験
」
を
実
施

宮
益
坂
の
車
道
は
片
側
２
車
線
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
は
１
車
線
に
荷
さ
ば
き
車
両

（
沿
道
の
店
舗
な
ど
に
荷
物
を
運
ぶ
車
）
な
ど

が
停
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
渋
谷
区

で
は
、
宮
益
坂
の
快
適
な
歩
行
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
11
月
21
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
、
宮
益
坂
で
「
路
上
駐
車
削
減
に
向
け
た

社
会
実
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
で
は
、

宮
益
坂
に
荷
さ
ば
き
の
車
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
共
同
荷
受
施
設
を
臨
時
に
設
置
。
さ
ら

に
荷
物
に
制
限
を
設
け
、
配
送
を
他
者
に
委

託
可
能
な
荷
さ
ば
き
車
両
は
共
同
荷
受
施
設

に
（
図
中
①
）、
そ
れ
以
外
の
荷
さ
ば
き
車
両

は
宮
益
坂
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
エ
リ

ア
に
（
図
中
②
）、
そ
の
他
一
般
車
両
は
周
辺

の
駐
車
場
に
（
図
中
③
）
駐
車
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
声
か
け
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
２
参
照
）。

「
歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間

の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験
」

宮
益
坂
で
は
「
路
上
駐
車
削
減
に
向
け
た

社
会
実
験
」
に
続
き
、
平
成
30
年
度
（
平
成

30
（
２
０
１
８
）
年
10
月
1
日
〜
26
日
）
と

平
成
31
年
度
（
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
11

月
25
日
〜
12
月
6
日
）
に
「
歩
行
者
中
心
の

道
路
空
間
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
短
時
間
荷
さ
ば
き
駐
車
へ

の
対
応
に
加
え
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
と
し
て
仮
設
歩
行
空
間
を
設
置
。
歩
行
空

間
は
宮
益
坂
中
央
部
の
横
断
歩
道
付
近
の
第

一
車
線
に
設
置
し
、
歩
行
者
の
た
め
の
休
憩

及
び
た
ま
り
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
実
験
を
行
っ
た

結
果
、
歩
行
空
間
の
本
整
備
が
決
ま
り
、
現

在
工
事
が
進
行
中
で
す
。

道
玄
坂
で
も
令
和
５
年
度
（
令
和
６
年
２

月
５
日
〜
３
月
１
日
）
に
、「
歩
行
者
中
心

の
道
路
空
間
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
で
は
、
将
来
の
路

上
に
お
け
る
貨
物
の
積
卸
し
や
停
車
の
あ
り

方
の
検
証
を
目
的
と
し
て
、
道
玄
坂
の
暫
定

的
な
片
側
１
車
線
化
、
貨
物
車
の
た
め
の
積

卸
し
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
乗
用
車
や
タ
ク

シ
ー
の
た
め
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

図１　大山街道立地状況

図 2　宮益坂の荷さばき・駐車スペース

図 5　宮益坂社会実験実施場所

図３　宮益坂パーキング・チケットの位置

図 6　宮益坂仮設歩行空間

図 4　宮益坂の歩行環境改善イメージ（例）

図 7　道玄坂社会実験実施場所
※�後半の期間は停車スペースを利用できません。人の乗降には貨
物荷卸しスペースをご利用ください。
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前半：2月 5日（月）～ 2月 18 日（日）

貨物積卸しスペース
停車スペース

後半：2月 19 日（月）～ 3月 1日（金）

貨物積卸しスペース

渋谷区 渋谷区　土木部企画管理課　TEL：03-3463-3114（受付時間 8:30-17:15※土日祝除く）事業に関するお問合せ先実施主体

皆様のご協力をお願いします

~ ※予定（月）52 （金）1
3道玄坂の片側１車線化

貨物積卸しスペース・停車スペース
の設置検証

※道路の使い方イメージの一例であり、
決定されたものではありません

実施スケジュール

パシフィックコンサルタンツ（株）　交通政策部　TEL：03-6777-4488（受付時間 9:30-17:30※土日祝除く）社会実験に関するお問合せ先

実施場所実施場所

社会実験の目的 貨物積卸しスペース

停車スペース

貨物の積卸し時に優先的に
利用できるスペースです。
タクシー・乗用車の
人の乗降にも利用できます。

タクシー・乗用車の人の乗降
に利用できるスペースです。

この期間は停車スペースを
利用できません

人の乗降には
貨物積卸しスペースを
ご利用ください

貨
貨
物
の
積
卸
し

　優先
の
ス
ペ
ー
ス

貨
物
の
積
卸
し
時
に
優
先
的
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

タ
ク
シ
ー
・
乗
用
車
の
人
の
乗
降
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

道
玄
坂
は
駐
車
禁
止
で
す
。

実
際
の
交
通
規
制
に
従
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

停
人
の
乗
降
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

タ
ク
シ
ー
・
乗
用
車
の
人
の
乗
降
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

道
玄
坂
は
駐
車
禁
止
で
す
。

実
際
の
交
通
規
制
に
従
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※看板はイメージです

1/22 2/5 2/19 3/1 3/8

準備 復旧
後半前半

実験実施

準備：夜間に 1車線化のためのバリケード
              を設置します
復旧：設置したバリケードを撤去します

準備開始：1月 22 日（月）
復旧完了：3月 8日（金）

　渋谷区では、渋谷のメインストリートである宮益坂と道玄坂（大山街道）
を現在の車中心の道路空間から歩行者中心の道路空間へ転換させることを目
指しています。
　今回の社会実験では、道玄坂を歩行者中心の道路空間とするために、将来
の路上における貨物の積卸しや停車のあり方の検証を目的として、道玄坂の
暫定的な片側１車線化、貨物車のための貨物積卸しスペースの設置、乗用車
やタクシーの停車に利用する停車スペースの設置を実施します。
　社会実験へのご協力をよろしくお願いいたします。

渋谷区
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大
山
街
道
の
将
来
像
を
表
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

渋
谷
区
で
は
、
歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
大
山
街
道
整
備
事

業
に
つ
い
て
国
内
外
に
広
く
周
知
す
る
た

め
、
今
年
５
月
か
ら
「
大
山
街
道
（
宮
益

坂
・
道
玄
坂
）
整
備
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
は
、「
渋
谷
の
道
が
変
わ
り
ま
す
」

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
渋
谷
区
長

の
案
内
で
大
山
街
道
の
歴
史
、
現
状
の
説
明

が
な
さ
れ
、
整
備
後
の
大
山
街
道
の
イ
メ
ー

ジ
動
画
が
流
れ
ま
す
。
宮
益
坂
か
ら
道
玄
坂

へ
と
続
く
歩
道
が
広
く
な
り
、
一
部
が
広
場

に
な
っ
て
い
た
り
、
ラ
イ
ブ
会
場
や
カ
フ
ェ

に
な
っ
て
い
た
り
。
街
道
と
し
て
発
展
し
て

い
く
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
は
区
の
公

式
Y
o
u
T
u
b
e
か
ら
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
渋
谷
区
役
所
内
の
1
階
総
合
受
付
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
前
、
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク

エ
ア
な
ど
大
型
商
業
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
渋
谷
を
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々

に
も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
山
街
道
周
辺
情
報
を
伝
え
る

オ
オ
ヤ
マ
カ
イ
ド
ー
ニ
ュ
ー
ス

オ
オ
ヤ
マ
カ
イ
ド
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
大
山
街

道
（
宮
益
坂
・
道
玄
坂
）
を
軸
と
し
た
整
備

計
画
や
沿
道
の
ま
ち
な
み
づ
く
り
の
ほ
か
、

歴
史
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
情
報

を
発
信
し
て
い
る
情
報
紙
で
す
。
情
報
公
開

は
区
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
が
、
区
内
外
の
よ
り
多
く
の

方
々
に
広
く
発
信
す
る
た
め
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
９
月
よ
り
不
定
期
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
区
内
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
今
後
は
宮
益
坂
と
道
玄
坂
に
設
置
し
た

区
の
掲
示
板
に
も
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

現
在
第
４
号
ま
で
発
行
し
て
お
り
、
第
１

号
で
は
宮
益
坂
の
仮
設
歩
道
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
。
歩
行
者
中
心
の
道

路
空
間
の
実
現
を
め
ざ
す
一
歩
で
あ
る
歩
行

空
間
拡
張
に
向
け
た
社
会
実
験
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
ま
す
。
第
２
号
で
は
大
山
街
道
の

歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
江
戸
時
代
に
は
「
信
仰

の
み
ち
」「
産
物
輸
送
の
み
ち
」
で
あ
り
、

明
治
時
代
に
は
「
軍
用
の
み
ち
」
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
、
道
路
と
し
て
の
役
割
を
紹
介
。

第
３
号
で
は
道
玄
坂
で
実
施
し
た
「
歩
行
者

中
心
の
道
路
空
間
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実

験
」
に
つ
い
て
、
第
４
号
で
は
大
山
街
道
整

備
の
将
来
像
を
表
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

大
山
街
道
整
備
事
業
に
関
す
る
情
報
を
渋
谷
区
内
外
に
広
く
発
信

大山街道（宮益坂・道玄坂）整備　プロモーションビデオ

オオヤマカイドーニュース vo.1

オオオオヤヤママカカイイドドーーニニュューーススととはは？？
大山街道（宮益坂・道玄坂）の整備に関わる耳より情報を発信します！

宮益坂の歩道が拡がってる！？仮設歩道のワケを探る！

平平成成 年年度度かからら、、歩歩行行空空間間拡拡張張にに向向けけたた社社会会実実験験ととししてて設設置置されています。
当時、宮益坂と道玄坂では、道路空間の多くが路上駐車で占有されている
一方で、歩道は歩行者が集中して混雑しており、安全で快適な道路空間と
は言えない状況にありました。
そこで、平成 年度に「宮益坂・道玄坂道路環境整備検討会」を設置し

ました。自動車、自転車、荷捌き車両等の車道利用者にとって快適な交通
環境を整備し、道路空間を再配分することで、歩行環境を改善し、安全
性・快適性を向上させるために、地域のみなさん、学識経験者、交通管理
者、関連事業者等と連携しながら検討を進めてきました。
その検討の中で、歩歩行行者者中中心心のの道道路路空空間間実実現現をを目目指指すす一一歩歩として、平成

年度に歩行空間拡張に向けた社会実験として仮設歩道が設置されることに
なったのです。

実は、この仮設歩道、令令和和 年年度度にに控控ええるる本本整整備備に向けて、令令和和 年年度度かからら
一一部部撤撤去去をを始始めめてています。今年度の工事の中で現在の仮設歩道は全て撤去
し、安全のためウォーターバリケードを設置して、本本整整備備にに向向けけてて準準備備中中
です。

宮益坂においては、 年代に「「ああるる曜曜日日ああるる時時間間帯帯にに車車道道をを歩歩行行者者へへ開開
放放すするる」」ことを目指して検討を進めています。令和 年度中に、宮益坂の坂
中の歩道の拡幅整備を行い、仮設的に広がっていた歩道が恒久的に本整備
されることになります！
今後、宮益坂を訪れる人々にとって、よよりり「「居居心心地地がが良良くく歩歩ききたたくくななるる」」

ウウォォーーカカブブルルなな空空間間へと変わっていくと思います。

令和 年 月 日 渋谷区土木部道路課 発行

石石塚塚ささんん
（渋谷区土木部道路課）

平平成成 年年度度かからら路路上上駐駐車車対対策策のの社社会会実実験験を、平平成成 年年度度かからら仮仮設設歩歩道道をを設設
置置しし、、歩歩行行空空間間拡拡張張にに向向けけたた社社会会実実験験を継続的に実施しています。
路上駐車対策の社会実験では、路外荷さばき場の設置、路上駐車施設の効

率利用推進、路外駐車場の利用推進などを行ってきました。荷さばき車両
については、駐駐停停車車需需要要はは減減少少傾傾向向にあることが分かりましたが、将来的
な路外荷さばきへの転換に向けた仕組みの検討が必要です。また、仮設歩
道の設置によって一一般般車車両両のの駐駐停停車車もも一一定定数数のの台台数数をを削削減減できたことは確認
できましたが、依然として違違法法なな路路上上駐駐停停車車が残っており、更なる台数削
減に向けた方策の検討を進めていきます。
歩道拡幅の社会実験は、宮益坂中心部の横断歩道付近に行いましたが、横

断歩道付近の仮設歩道においては信号待ちの滞留空間としても利用されて
おり、歩歩道道部部のの通通行行機機能能強強化化にも寄与していることが分かりました。一方、
利用者・通行者共に少数に留まったことから、連連続続的的でで利利用用ししややすすくく、、時時
間間帯帯やや空空間間のの柔柔軟軟なな使使いい方方ががででききるる歩歩行行空空間間のの拡拡張張がが必必要要なことも明らかに
なりました。

宮益坂の様子（平成 年）

大山街道の事業は、私が渋谷区役所に入庁した 年目から関わる機会があった、想い出深い事
業です。現在はメインで事業を進める部署の一員として、今後の宮益坂・道玄坂が居心地が良く
歩きたくなる歩行者中心の道路空間になっていくことができるよう尽力していきます！プライ
ベートでは、よく職場の同僚や友人と食事に行く場所で、大変お世話になっております。（笑）

写真はすべて平成 年度社会実験のようす

仮設歩道の設置
（アクティビティ
ニーズの検証）

ラバーポールによる
駐停車抑制

路上駐車施設の削減

路外荷さばき場の設置

時点作成案

スクランブル交差点を真中に、渋谷駅から東西 に渡って伸びる
大大山山街街道道。その東側、青山方面に伸びる坂道が宮宮益益坂坂です。
さて、宮宮益益坂坂でではは歩歩道道のの一一部部がが拡拡ががっってていいるるのをご存じでしょうか？

これは、渋谷区が戦略的に設置している「「仮仮設設歩歩道道」」というものです。
本記事では、仮設歩道が設置されたワケや将来の展望について、渋谷

区土木部道路課の石塚さんにお聞きしました！

＃
社
会
実
験
レ
ポ
ー
ト

オオヤマカイドーニュース vo.2

昭昭和和 年年代代のの渋渋谷谷駅駅前前のの風風景景 ©渋谷区

明治 年代、大山街道において複数回にわたる道路拡幅・改修
が行われると、渋谷駅前には、玉玉電電がが敷敷設設されたほか、東東京京市市電電青青
山山線線がが青青山山七七丁丁目目かからら渋渋谷谷駅駅付付近近ままでで延延長長され、渋谷駅前のすがた
は大きく変わりました。
また、戦戦災災復復興興事事業業にによよるる渋渋谷谷駅駅前前広広場場整整備備が行われると、昭和

年には青山通りが駅東口に直結して開通。渋谷駅前に自動車が多数
流入するようになりました。同年、渋谷と池袋や品川をつなぐトロ
リーバスも開通（一部は道玄坂を通行）しました。
さらに、高度経済成長期にモモーータタリリゼゼーーシショョンンのの波波がが押押しし寄寄せせるるとと、、

自自動動車車需需要要はは益益々々高高ままりりまますす。同時に路路面面電電車車ややトトロロリリーーババススへへのの需需
要要はは徐徐々々にに減減少少し、昭和 年に都電（元・東京市電）青山線とトロ
リーバス、翌昭和 年に玉電がそれぞれ廃止されました。
時代とともに移動需要は変化してきましたが、大大山山街街道道はは絶絶ええずず多多

くくのの人人がが行行きき交交いい、、活活気気ああるる道道路路であることは、江戸から現在まで
変わりありません。

明治時代、渋谷周辺には次々に軍事施設が建設されます。明治
年、大山街道に近い目黒村への近衛騎兵大隊の移転を皮切りに、現
在の目黒区駒場周辺に次々と軍事施設が都心部から移転。さらに明
治 年には広大な駒沢練兵場が設置されると、明治 年には代々木
練兵場が完成しました。
当時、宮益坂と道玄坂は今よりも急坂で通行に不便な道だったた

め、軍事車両が通るには不都合でした。そこで、道玄坂では明治
年に、宮益坂では明治 年から 年にかけて拡幅改修工事が行われ
ました。玉川電気鉄道玉川線（玉電）敷設に伴う道路拡幅も相まっ
て、大大山山街街道道ににはは多多くくのの兵兵員員やや軍軍事事用用のの車車馬馬がが往往来来するようになり、
道玄坂周辺には軍施設従事者が集う遊興施設も増えました。

江戸時代、大山街道沿いの青山久保町（現在の北青山二丁目付近）に青物市場があり、近近郊郊農農村村のの農農産産物物のの流流通通拠拠
点点となっていました。渋谷よりも東側に市場があったことから、当当時時のの渋渋谷谷はは消消費費地地とといいううよよりり生生産産地地として役割を
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再再びび人人中中心心のの空空間間へへ変変わわろろううとしています。
渋谷の歴史を象徴する重要な東西軸として、宮益坂の御嶽神社、
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よるパブリックなにぎわいを創出しながら、人中心の空間を目指し
た道路整備をおこなってまいります。

「人中心」のみち

オオオオヤヤママカカイイドドーーニニュューーススととはは？？
大山街道（宮益坂・道玄坂）の整備に関わる耳より情報を発信します！

大山街道の変遷とこれから

発行日：令和 年 月 発行元：渋谷区土木部道路課

＃
大
山
街
道
の
歴
史

「「大大山山街街道道」」のの名名前前のの由由来来
古くから雨乞いの神として信仰を集めた

大山寺への参詣の道となったことから、
「「大大山山街街道道」」と呼ばれるようになりました。

江江戸戸時時代代のの宮宮益益坂坂・・道道玄玄坂坂
左が富士見坂（現・宮益坂）、右が道玄坂。富士見
坂下には渋谷川と富士見橋（宮益橋）が見える。
（『江戸名所図会』より）

今回のテーマは、大大山山街街道道（（宮宮益益坂坂・・道道玄玄坂坂））のの歴歴史史について。大山街道
（宮益坂・道玄坂）では古くから人が往来していましたが、当然その様子
は時代状況によって大きく変わってきました。道路としてどのような役割
を担ってきたのか、その変遷を辿ってみました。

「軍用」のみち

改改修修前前（（明明治治 年年））、、改改修修後後（（明明治治 年年））のの宮宮益益坂坂
上『東京実測全図』／下『 万分の 地形図「三田」』

「交通」のみち

出典）「渋谷駅の形成と大山街道」 白根記念渋谷区郷土博物館・文学館編、 年

「産物輸送」のみち

オオヤマカイドーニュースは渋谷区の公式ウェブ
サイトからも見ることができます。
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kankyo/shuhen-
machizukuri/oyamakaido/oyamakaido_seibi_news.html

区公式ウェブサイトから
動画をご覧いただけます。

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
交
通
局
長
と

整
備
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換

渋
谷
区
は
、
５
年
前
と
今
年
の
２
回
、
元

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
交
通
局
長
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・

サ
デ
ィ
ク
＝
カ
ー
ン
氏
と
大
山
街
道
整
備
事

業
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
は
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
５
月
23

日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
登
壇
で
来
日
し
た

カ
ー
ン
氏
と
宮
益
坂
と
道
玄
坂
を
実
際
に
歩

き
な
が
ら
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ー
ン
氏
は
宮
益
坂
で
は
歩
行
者
中
心
の
道

路
空
間
の
実
現
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
社

会
実
験
を
見
て
、
路
面
へ
の
塗
装
や
暫
定
的

な
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
設
置
な
ど

を
通
じ
て
道
路
整
備
に
つ
な
げ
た
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
取
り
組
み
と
の
類
似
点
を
指

摘
。
道
玄
坂
で
は
歩
道
が
混
雑
し
て
い
る
様

誰
も
が
め
ぐ
り
歩
い
て
楽
し
い

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
に
！

１
０
０
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
大
規
模

再
開
発
が
進
ん
で
い
る
渋
谷
区
に
お
い
て
、

同
時
に
進
行
し
て
い
る
大
山
街
道
整
備
事

業
。
宮
益
坂
上
交
差
点
か
ら
道
玄
坂
上
交
差

点
ま
で
の
約
１
・
２
キ
ロ
の
街
道
を
、
歩
行

者
に
と
っ
て
快
適
で
回
遊
性
を
高
め
る
空
間

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
広
い

歩
道
は
歩
き
や
す
く
、
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ

が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
で
楽
し
め
る
カ

フ
ェ
が
あ
り
、
広
場
で
は
ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
開
か
れ
ま
す
。
広
い
歩
道
が
人
と

人
と
が
集
う
場
所
に
も
な
る
の
で
す
。

大
山
街
道
整
備
の
完
了
は
、
２
０
３
０
年

代
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
約
10
年

後
、
渋
谷
の
賑
わ
い
の
中
心
で
あ
る
宮
益
坂

と
道
玄
坂
が
誰
に
と
っ
て
も
居
心
地
が
良
く

て
歩
き
た
く
な
る
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
」
な
空

間
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
の
ま
ち
全
体

が
「
誰
も
が
め
ぐ
り
歩
い
て
楽
し
い
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
」
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宮
益
坂
中
央
部
の
歩
行
空
間
拡
張
工
事
は

来
年
度
竣
工
の
予
定
で
、
歩
道
が
１
・
５
倍

に
な
り
ま
す
。
一
部
区
間
だ
け
で
す
が
変
化

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

子
を
見
て
、
道
路
空
間
は
自
動
車
の
た
め
だ

け
に
機
能
す
る
の
で
は
な
く
、
歩
行
者
、
自

転
車
、
自
動
車
の
利
用
実
態
に
合
わ
せ
た
空

間
配
分
を
す
べ
き
と
の
意
見
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

第
２
回
は
今
年
５
月
13
日
に
区
役
所
本
庁

舎
15
階
ス
ペ
ー
ス
４
２
８
に
て
、
大
山
街
道

整
備
計
画
の
プ
レ
ゼ
ン
の
後
、
現
地
を
歩
き

な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
視

察
で
は
、
御
嶽
神
社
な
ど
に
残
る
大
山
街
道

の
歴
史
の
ほ
か
、
沿
道
の
再
開
発
と
一
体
的

に
進
め
よ
う
と
す
る
道
路
整
備
計
画
に
強
い

関
心
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
カ
ー

ン
氏
か
ら
は
「
５
年
前
に
『
よ
り
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
！
』
と
話
し
た
と

き
か
ら
、
道
路
整
備
が
大
き
く
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
う
れ
し
い
」
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
歩
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
未
来
の
渋
谷
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

ジャネット・サディク＝カーン氏

2007 年から 2013 年までニューヨーク市
交通局長として、タイムズスクエアの歩行
者空間化や 400マイルに及ぶ自転車レーン
敷設などの公共空間再編を手がけた、交通
と都市の変革に関する世界的権威。2024
年現在、ブルームバーク・アソシエイツ創
立代表、グローバル・デザイニング・シティ・
イニシアチブ議長を務め、世界中の都市で
人間に焦点を当てた新しい道路デザイン基
準を導入している。

ジャネット・サディク＝カーン氏意見交換

渋谷の道が変わります
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7

令和7年度都区財政調整
区側提案事項について

令
和
7
年
度
都
区
財
政
調
整
に
関
す

る
区
側
提
案
事
項
が
、
11
月
15
日
（
金
）

の
特
別
区
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
提
案
事
項
は
、
都
側
か
ら
出

さ
れ
た
提
案
事
項
と
と
も
に
、
12
月
2

日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
都
区
財
政
調

整
協
議
会
に
示
さ
れ
、
同
協
議
会
幹
事

会
に
具
体
的
検
討
を
行
う
よ
う
下
命
さ

れ
ま
し
た
。

一　

検
討
の
経
過

特
別
区
長
会
は
、
本
年
6
月
に
来
年

度
の
都
区
財
政
調
整
に
向
け
た
基
本
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
特
別
区
に
お
け
る
児
童
相

談
所
の
設
置
に
伴
う
配
分
割
合
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
区
立
児
童
相
談
所
の

事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る

都
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検

討
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
関

連
経
費
の
影
響
額
に
つ
い
て
、
財
調
の

配
分
割
合
を
変
更
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
て
い
く
こ
と
、
自
主
・
自
律
的
な
区

間
調
整
の
一
環
と
し
て
現
行
算
定
の
妥

当
性
を
検
証
し
、
各
区
の
自
主
性
が
担

保
さ
れ
る
算
定
に
改
め
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

提
案
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
従
い
、

各
区
の
決
算
実
績
と
算
定
額
の
比
較
分

析
を
踏
ま
え
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
決
算

分
析
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ

れ
た
経
費
算
定
の
充
実
、
算
定
方
法
の

改
善
等
の
案
を
基
に
財
政
課
長
会
で
調

整
し
、
企
画
・
財
政
担
当
部
長
会
、
副

区
長
会
を
経
て
、
特
別
区
長
会
で
了
承

さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
取
り
ま
と
め
で
は
、
都
区
間

の
財
源
配
分
見
直
し
と
し
て
、
児
童
相

談
所
関
連
経
費
、
標
準
区
経
費
の
見
直

し
と
し
て
、
73
項
目
、
個
別
検
討
項
目

へ
の
対
応
と
し
て
、
2
項
目
を
提
案
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二　

区
側
提
案
事
項
の
内
容

今
回
の
提
案
で
は
、
①
特
別
区
に
お

け
る
児
童
相
談
所
の
設
置
は
、
都
と
特

別
区
の
役
割
分
担
の
大
幅
な
変
更
に
該

当
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
連
経
費
の

影
響
額
に
つ
い
て
、
必
要
な
財
源
が
担

保
さ
れ
る
よ
う
配
分
割
合
を
変
更
す
る

こ
と
、
ま
た
、
将
来
の
設
置
区
数
の
増

加
に
よ
る
影
響
額
に
応
じ
て
順
次
配
分

割
合
を
変
更
す
る
こ
と
、
②
都
区
間
の

財
源
配
分
の
課
題
と
特
別
区
相
互
間
の

課
題
と
を
明
確
に
区
分
し
、
現
行
算
定

の
見
直
し
と
配
分
割
合
の
変
更
事
由
を

混
同
し
な
い
よ
う
協
議
を
進
め
る
こ

と
、
③
投
資
的
経
費
の
見
直
し
な
ど
特

別
区
の
実
態
を
踏
ま
え
、
主
体
的
に
調

整
を
図
っ
た
区
側
提
案
を
基
本
に
、
将

来
に
わ
た
っ
て
都
と
区
で
連
携
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
特
別
区
の
需
要
を

含
め
、
当
該
年
度
の
あ
る
べ
き
需
要
が

適
切
に
算
定
さ
れ
る
よ
う
整
理
す
る
こ

と
、
④
特
別
交
付
金
、
都
市
計
画
交
付

金
に
つ
い
て
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。

区
側
が
具
体
的
に
算
定
内
容
の
改
善

等
を
求
め
た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎�

特
別
区
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、
標
準

区
経
費
の
見
直
し

・�

新
規
提
案
40
項
目
（【
小
・
中
学
校

費
】
学
校
給
食
費
保
護
者
負
担
軽
減

事
業
費
な
ど
）

・�

充
実
提
案
19
項
目
（
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
費
な
ど
）

・�

改
善
提
案
14
項
目
（
投
資
的
経
費
の

見
直
し
な
ど
）

・�

算
定
の
包
括
化
1
項
目
（
再
掲
）（
都

区
連
携
経
費
）

◎
個
別
検
討
項
目
へ
の
対
応

・
特
別
交
付
金

・
都
市
計
画
交
付
金

な
お
、
都
側
か
ら
は
、
算
定
内
容
の

廃
止
・
縮
減
を
中
心
に
8
項
目
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
都
区
財
政
調
整
協
議
会
へ
の

報
告
に
向
け
、
同
幹
事
会
で
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）
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東京都区市町村友好代表団が
北京市を訪問しました

東京都区市町村友好代表団が
北京市を訪問しました

北
京
市
区
と
特
別
区
長
会
・
東
京
都

市
長
会
・
東
京
都
町
村
会
の
三
団
体

は
、
昭
和
56
年
か
ら
交
互
に
訪
問
を
重

ね
て
友
好
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
日
中
双
方
の
訪
問
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
は
、
4
年
ぶ
り
に
北
京

市
区
友
好
代
表
団
を
日
本
に
お
迎
え
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
北
京
市
か
ら
の
招

聘
を
受
け
、
6
年
ぶ
り
の
訪
中
が
実
現

し
ま
し
た
。

令
和
6
年
11
月
3
日
（
日
）
か
ら
7

日
（
木
）
ま
で
の
5
日
間
、
団
長
の
渡

部
東
村
山
市
長
、
副
団
長
の
吉
住
新
宿

区
長
の
ほ
か
、
阿
部
多
摩
市
長
、
佐
々

木
青
ヶ
島
村
長
、
青
山
中
野
区
副
区
長

が
、
東
京
都
区
市
町
村
友
好
代
表
団
と

し
て
訪
中
し
、
北
京
市
及
び
地
方
（
雄

安
新
区
）
に
お
け
る
行
政
施
設
の
視
察

等
を
行
い
ま
し
た
。

■
北
京
市
内
視
察

北
京
市
街
地
の
都
市
開
発
と
あ
わ
せ

た
歴
史
文
化
保
護
や
活
用
に
つ
い
て
学

ん
だ
う
え
で
、
麗
沢
金
融
商
務
区
や
北

京
市
「
両
区
」
展
示
ホ
ー
ル
を
は
じ
め

と
す
る
、
北
京
市
が
経
済
発
展
等
に
力

を
入
れ
て
い
る
エ
リ
ア
（
特
区
）
を
中

心
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
先
の
1
つ
で
あ
る
北
京
市
ハ
イ

レ
ベ
ル
自
動
運
転
モ
デ
ル
区
で
は
、
自

動
運
転
の
概
要
説
明
を
受
け
た
の
ち
、

公
道
上
を
走
行
す
る
完
全
自
動
運
転

の
小
型
バ
ス
に
も
試
乗
し
、
技
術
革
新

と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
ま

し
た
。

■
地
方
視
察
（
雄
安
新
区
）

中
国
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ

と
し
て
、
北
京
市
の
南
西
約
1
0
0
㎞

の
位
置
に
建
設
中
の
雄
安
新
区
を
視
察

し
、
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し

た
、
利
便
性
の
高
い
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
計
画
や
建
設
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
本
計
画
の
開
発
区
域
の
70
％

は
、
新
時
代
の
都
市
景
観
に
求
め
ら
れ

る
「
優
美
で
自
然
な
生
態
環
境
の
創

造
」
に
向
け
、
公
園
と
し
て
保
全
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

区
域
を
構
成
す
る
雄
安
新
区
の
代
表
的

な
湖
で
あ
る
白
洋
淀
燕
南
堤
を
含
め
た

公
園
等
に
関
す
る
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

■
北
京
市
と
の
友
好
親
善

今
回
の
訪
中
は
、
5
日
間
と
い
う
短

い
滞
在
で
し
た
が
、
発
展
す
る
北
京
市

及
び
雄
安
新
区
の
実
情
の
視
察
や
、
現

地
関
係
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
友
好

親
善
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

北京市ハイレベル自動運転モデル区

東西軸線調度指揮センター屋上から見た雄安新区の建設現場

麗沢金融商務区（ビジネスエリア）

雄安印象展覧館（雄安新区の都市計画・文化交流等の紹介施設）
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会
談
し
ま
し
た
。

お
の
せ
会
長
か
ら
は
、「
東
京
都
特

別
区
・
市
・
町
村
議
会
議
長
会
と
北
京

市
区
人
民
代
表
大
会
と
の
友
好
交
流
事

業
は
、
1
9
8
3
年
に
初
め
て
私
ど
も

三
議
長
会
の
友
好
代
表
団
が
北
京
市
を

訪
問
し
て
以
来
、
今
年
で
41
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
私
ど
も
の
訪
中
と
、
今
回

の
先
生
方
の
訪
日
に
よ
り
、
日
中
両
国

及
び
東
京
と
北
京
の
友
好
親
善
の
絆

が
、
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。」
と
の
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

付
団
長
か
ら
は
、「
北
京
市
区
人
民

北京市区人民代表大会友好
代表団が来日

特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
東
京
都
市

議
会
議
長
会
及
び
東
京
都
町
村
議
会
議

長
会
と
と
も
に
三
議
長
会
共
同
事
業
と

し
て
、
北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
と
の

間
で
、
相
互
に
友
好
代
表
団
を
招
待
す

る
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
北
京
市
か
ら
友
好
代
表

団
を
受
け
入
れ
る
年
に
当
た
り
、
10
月

21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
5
日
間
、
付
兆

庚
団
長
（
北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務

委
員
会
農
村
弁
公
室
主
任
）
を
は
じ
め

と
す
る
北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友
好

代
表
団
一
行
10
名
を
日
本
に
招
き
ま
し

た
。
友
好
代
表
団
の
来
日
は
、
今
回
で

17
回
目
と
な
り
ま
す
。

■
各
議
長
会
と
の
親
善
交
流
・
視
察

《
10
月
21
日
》

友
好
代
表
団
一
行
は
羽
田
空
港
に
到

着
後
、
三
議
長
会
合
同
主
催
に
よ
る
歓

迎
式
に
臨
み
、
お
の
せ
康
裕
特
別
区
議

会
議
長
会
会
長
（
目
黒
区
議
会
議
長
）

を
は
じ
め
、
三
議
長
会
正
副
会
長
ら
と

代
表
大
会
友
好
代
表
団
は
、
東
京
都
特

別
区
市
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
の
お
招

き
に
与
り
ま
し
て
、
こ
の
た
び
日
本
に

参
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
喜
ば

し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
日
か
ら
始

ま
る
数
日
間
に
お
き
ま
し
て
は
、
互
い

に
関
心
を
持
つ
共
通
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
会
長
様
や
皆
さ
ま
と
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。
ご
在
席
の
方
々
か
ら
お
力
添
え

を
頂
戴
で
き
る
な
ら
ば
、
我
々
の
目
指

す
と
こ
ろ
は
必
ず
や
達
す
る
こ
と
が
で

き
、
成
功
裏
に
日
程
を
終
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

と
の
答
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
三
議
長
会
合
同
主
催
に
よ

る
歓
迎
夕
食
会
が
、
各
区
・
市
・
町
村

議
会
議
長
を
は
じ
め
、
特
別
区
長
会
、

東
京
都
市
長
会
及
び
東
京
都
町
村
会
の

正
副
会
長
等
、
多
く
の
出
席
者
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
参
会
者
の

交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

《
10
月
22
日
》

東
京
都
市
議
会
議
長
会
会
長
市
で
あ

る
国
立
市
議
会
を
訪
問
し
、
髙
柳
貴
美

代
会
長
（
国
立
市
議
会
議
長
）、
永
見

理
夫
市
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
国
立
市
内
に
あ
る
一
橋
大
学
及
び

旧
国
立
駅
舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

午
後
は
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
会

長
町
で
あ
る
日
の
出
町
議
会
を
訪
問
し
、

東
亨
会
長
（
日
の
出
町
議
会
議
長
）
や

田
村
み
さ
子
町
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。

《
10
月
23
日
》

特
別
区
議
会
議
長
会
会
長
区
で
あ
る

目
黒
区
議
会
を
訪
問
し
、
お
の
せ
康
裕

会
長
、
青
木
英
二
区
長
ら
と
会
談
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
3
月
に
し
ゅ
ん

工
し
た
目
黒
清
掃
工
場
を
視
察
し
ま
し

た
。夜

に
は
前
年
度
訪
中
団
員
と
の
交
流

夕
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
方
視
察

《
10
月
24
日
～
10
月
25
日
》

最
後
の
2
日
間
は
、
京
都
を
訪
れ
、

嵐
山
に
あ
る
故
周
恩
来
首
相
の
記
念
詩

碑
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友
好
代
表

団
は
、
限
ら
れ
た
滞
在
期
間
の
中
で
、

精
力
的
に
視
察
を
行
い
、
日
本
に
対
す

る
理
解
と
友
好
親
善
の
絆
を
深
め
、
関

西
国
際
空
港
か
ら
帰
国
の
途
に
就
き
ま

し
た
。（

特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

三議長会合同主催の歓迎会

目黒清掃工場を視察する代表団

付団長（左）に記念品を手渡す
おのせ会長（右）目黒区議会を表敬訪問し、挨拶する付団長（中央）
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11.15

会
長
区

■�

東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣
の
御
礼
と

お
願
い
に
つ
い
て

■�

東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
及
び

区
市
町
村
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

■�

区
長
会
検
討
下
命
事
項
（
清
掃
事
業
の
課
題
）
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
都
区
財
政
調
整
区
側
提
案
事
項
に
つ
い
て

■�

税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
8
年
度
国
・
東
京
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る

要
望
に
つ
い
て

■�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
（
10
月
30
日
開
催
）

報
告
に
つ
い
て

■�

都
区
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理
事
会
開
催
結
果
報
告

に
つ
い
て

■�

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
に
関
す
る
都
区
の
「
協
議

の
場
」
の
報
告
に
つ
い
て

■�

都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
つ
い
て

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■�

区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て

■�

各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

■�

東
京
都
市
区
長
会
役
員
等
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
及
び
特
別
区
副
区
長
会
に
お
け
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
の
導
入
に
つ
い
て（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

11.18

会
長
議

■�

令
和
6
年
度
第
3
回
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理

事
会
議
決
結
果
に
つ
い
て

■�

中
間
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

■�

関
東
市
議
会
議
長
会
第
1
回
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

全
国
市
議
会
議
長
会
第
1
1
8
回
評
議
員
会
の
概
要
に
つ

い
て

■��

市
議
会
議
員
共
済
会
令
和
6
年
度
第
2
回
理
事
会
の
概

要
に
つ
い
て

■�

第
19
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
に

つ
い
て

■�

議
長
会
等
会
議
日
程
表
（
令
和
7
年
度
）（
案
）
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
議
長
会
関
係
役
職
等
の
選
任
の
考
え
方
（
案
）

に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

11
月
15
日
（
金
）
に
第
3
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
役
員
等
の
職
務
権

限
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

�

（
決
定
）

2　
�「

大
森
彌
記
念
文
庫
」
の
創
設
に
つ
い
て�

（
決
定
）

3　
�

令
和
6
年
度
上
半
期
事
業
報
告�

（
了
承
）

4　

�
東
京
区
政
会
館
2
階
商
業
区
画
の
テ
ナ
ン
ト
選
定

状
況
に
つ
い
て�

（
了
承
）

5　

�

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況

の
定
期
報
告
（
令
和
6
年
5
月
～
令
和
6
年
10

月
）
に
つ
い
て�

（
了
承
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
6
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

第
3
回
理
事
会
の
結
果

左
記
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
館

中
は
資
料
の
貸
出
・
予
約
・
返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼�

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館

令
和
6
年
12
月
16
日
（
月
）
～
21
日
（
土
）

▼�

年
末
年
始
休
館

令
和
6
年
12
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
令
和
7
年
1
月
5
日
（
日
）

※
12
月
27
日
（
金
）
は
17
時
閉
館

▼�

全
館
停
電
に
伴
う
休
館

令
和
7
年
1
月
25
日
（
土
）

※
1
月
24
日
（
金
）
は
17
時
閉
館

【
問
合
せ
先
】

�（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話　

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

特別区自治情報・
交流センター
ホームページ

公式X（旧ツイッター）

令
和
6
年
11
月
区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等
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令
和
6
年
10
月
30
日
（
水
）・
31
日

（
木
）
に
、
東
京
23
区
・
特
別
区
長
会

は
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
各
地
域
の
自
治
体
の
魅

力
や
特
色
を
広
く
発
信
す
る
場
と
し
て

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
度
は
、
広
域
連
携
協
定
締
結
先

13
地
域
3
7
2
自
治
体
の
写
真
を
使
用

し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
、
全
国
の
賛
同
自

治
体
を
含
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
物
産
展
、
自
治
体
P
R
ス
テ
ー
ジ
な

ど
を
行
い
、
2
日
間
で
の
べ
1
6
2
6

名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
各
事
業
の
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
事
業
部

事
業
推
進
課

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
6
7

詳
し
く
は
、「
特
別
区
全
国
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://collabo.tokyo-23city.or.jp/

（
特
別
区
長
会
・
公
益
財
団
法
人

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
で
は
、

特
別
区
や
地
方
行
政
に
関
わ
る
課
題
を

研
究
機
関
や
地
方
自
治
体
と
連
携
し
て

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
機
構
顧
問
で
あ
る
宮
本
み
ち
子
先

生（
放
送
大
学
／
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

と
大
江
守
之
先
生
（
慶
應
義
塾
大
学
名

誉
教
授
）
が
刊
行
さ
れ
た
書
籍
『
東
京

ミ
ド
ル
期
シ
ン
グ
ル
の
衝
撃
：「
ひ
と

り
」
社
会
の
ゆ
く
え
』（
令
和
6
年
4

月
発
行
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
書
籍

は
、
宮
本
先

生
と
大
江
先

生
の
お
二
人

を
リ
ー
ダ
ー

に
、
令
和
元
・
2
年
度
の
2
か
年
に
わ

た
る
当
機
構
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

成
果
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
3
名
と
と

も
に
解
析
を
続
け
、
執
筆
さ
れ
た
も
の

で
す
。

本
書
で
は
、
東
京
23
区
に
お
け
る
35

歳
～
64
歳
の
ミ
ド
ル
期
シ
ン
グ
ル
の
増

加
と
そ
の
社
会
的
影
響
に
焦
点
を
当

て
、
親
密
圏
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

人
間
関
係
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
ミ
ド
ル

期
シ
ン
グ
ル
が
直
面
す
る
問
題
を
明
ら

か
に
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
の

骨
格
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
ミ
ド
ル
期

シ
ン
グ
ル
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
的
観
点

か
ら
見
て
、
属
性
的
に
問
題
が
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
人
々
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
2
0
年
に
は
東
京
区

部
ミ
ド
ル
期
人
口
の
3
割
近
く
を
占
め

て
お
り
、
そ
れ
以
後
も
上
昇
が
続
き
、

中
で
も
前
期
ミ
ド
ル
期
シ
ン
グ
ル
は
、

相
対
的
に
増
加
が
大
き
い
と
見
通
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
も
と
に
、

ミ
ド
ル
期
シ
ン
グ
ル
を
政
策
対
象
と
し

て
認
識
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
、
や
が

て
高
齢
者
施
策
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

本
書
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
令
和
元
・

2
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
特
別
区

に
お
け
る
小
地
域
人
口
・
世
帯
分
析
及

び
壮
年
期
単
身
者
の
現
状
と
課
題
（
基

礎
調
査
）」
の
報
告
書
は
、
調
査
研
究
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
機
構
機
関
誌
「
K
i
k
o
」

第
11
号
（
令
和
7
年
3
月
発
行
予
定
）

に
は
、
宮
本
先
生
と
大
江
先
生
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

令
和
6
年
度
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
か
ら
の

推
薦
図
書
の
ご
紹
介

イベントの様子 物産展

自治体PRステージ パネル展示

オープニングセレモニー（フォトセッション） オープニングセレモニー（会長挨拶）

令和元年度・令和2年度　調査研究報告書
特別区における

小地域人口・世帯分析及び
壮年期単身者の現状と課題
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
10
月
25
日
（
金
）、
令
和

6
年
度
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
合
格
者
の
発
表
及
び
択

一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
者
の
通
知
を
行
い
ま
し

た
。管

理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
合
格
者

1
4
0
人
が
最
終
合
格

〈
合
格
者
数
〉

今
年
度
の
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
合
格
者
数
は
、

1
4
0
人
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
と
比
較
し
、
19
人
減
と
な
り
ま
し
た
。

〈
合
格
率
〉

合
格
率
は
、
27
・
6
％
で
し
た
。
合
格
率
を
受
験
方

式
別
に
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
は
昨
年
度
比
1
・
7

ポ
イ
ン
ト
減
の
23
・
7
％
、
免
除
受
験
方
式
（
※
）
は

同
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
減
の
30
・
9
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
格
者
全
体
に
占
め
る
免
除
受
験
者
の
割
合

は
、
合
格
者
1
4
0
人
中
84
人
の
60
・
0
％
で
、
昨
年

度
と
比
較
し
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）�

免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免

除
資
格
を
得
て
い
る
者
が
、
記
述
式
問
題
及
び
論
文
式

問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

令和6年度管理職選考種別Ⅰ類合格者の発表
及び択一・短答式問題受験の免除者の通知

令和6年度管理職選考実施状況
Ⅰ類（全部及び免除受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考
区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C/A）
6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減

Ⅰ類

事　務 380 388 △ 8 191 214 △ 23 105 127 △ 22 27.6 32.7 △ 5.1

技
　
術

Ⅰ 44 51 △ 7 21 23 △ 2 14 15 △ 1 31.8 29.4 2.4
Ⅱ 49 46 3 22 17 5 14 11 3 28.6 23.9 4.7
Ⅲ 35 46 △ 11 11 9 2 7 6 1 20.0 13.0 7.0

小計 128 143 △ 15 54 49 5 35 32 3 27.3 22.4 4.9
合　計 508 531 △ 23 245 263 △ 18 140 159 △ 19 27.6 29.9 △ 2.3

Ⅰ類（全部受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考
区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C/A）
6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減

Ⅰ類
（全部）

事　務 188 184 4 77 77 0 49 55 △ 6 26.1 29.9 △ 3.8

技
　
術

Ⅰ 20 23 △ 3 6 5 1 4 3 1 20.0 13.0 7.0
Ⅱ 17 18 △ 1 6 5 1 3 2 1 17.6 11.1 6.5
Ⅲ 11 15 △ 4 1 1 0 0 1 △ 1 0 6.7 △ 6.7

小計 48 56 △ 8 13 11 2 7 6 1 14.6 10.7 3.9
合　計 236 240 △ 4 90 88 2 56 61 △ 5 23.7 25.4 △ 1.7

Ⅰ類（免除受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考
区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C/A）
6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減 6年度 5年度 増減

Ⅰ類
（免除）

事　務 192 204 △ 12 114 137 △ 23 56 72 △ 16 29.2 35.3 △ 6.1

技
　
術

Ⅰ 24 28 △ 4 15 18 △ 3 10 12 △ 2 41.7 42.9 △ 1.2
Ⅱ 32 28 4 16 12 4 11 9 2 34.4 32.1 2.3
Ⅲ 24 31 △ 7 10 8 2 7 5 2 29.2 16.1 13.1

小計 80 87 △ 7 41 38 3 28 26 2 35.0 29.9 5.1
合　計 272 291 △ 19 155 175 △ 20 84 98 △ 14 30.9 33.7 △ 2.8

令和6年度管理職選考　区別・選考区分別合格者数
� （単位：人）

区名 Ⅰ類 合計事務 技術Ⅰ 技術Ⅱ 技術Ⅲ
千代田 1 1 2 4
中　央 2 2

港 4 4
新　宿 5 1 6
文　京 5 1 6
台　東 2 1 1 4
墨　田 5 2 1 8
江　東 6 2 1 9
品　川 6 1 7
目　黒 3 3
大　田 5 5
世田谷 6 2 1 9
渋　谷 5 5
中　野 3 1 1 5
杉　並 3 1 1 5
豊　島 3 3

北 6 1 7
荒　川 1 1
板　橋 6 1 3 10
練　馬 6 6
足　立 8 8
葛　飾 5 3 8
江戸川 6 2 8
特人厚 2 2
特競馬 1 1
清　掃 1 3 4

計 105 14 14 7 140
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択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
取
得
者

1
6
6
人
が
免
除
資
格
を
取
得

〈
免
除
資
格
の
取
得
者
数
〉

免
除
資
格
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
成
績
が
上

位
30
％
程
度
の
者
に
、
原
則
翌
年
度
以
降
の
3
年
間
、

択
一
・
短
答
式
問
題
の
受
験
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
免
除
対
象
者
（
※
）
6
3
0
人
の
う
ち

1
6
6
人
（
26
・
3
％
）
が
免
除
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。

（
※
）�

免
除
対
象
者
と
は
、
全
部
受
験
方
式
で
受
験
し
、
合
格

に
い
た
ら
な
か
っ
た
者
並
び
に
分
割
受
験
方
式
及
び
前

倒
し
受
験
方
式
で
受
験
し
た
者
を
い
い
ま
す
。

〈
免
除
資
格
の
取
得
率
〉

受
験
方
式
別
で
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
が
24
・

0
％
、
分
割
受
験
方
式
が
26
・
3
％
、
前
倒
し
受
験
方

式
が
27
・
6
％
で
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
前

倒
し
受
験
方
式
の
免
除
資
格
の
取
得
率
が
最
も
高
い
こ

と
か
ら
、
若
年
層
の
意
欲
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

免
除
資
格
の
取
得
者
は
、
今
年
度
の
合
格
率
（
全
部

受
験
方
式
23
・
7
％
、
免
除
受
験
方
式
30
・
9
％
）
を

見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
合
格
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
行
政
需
要
の
拡
大
等
に
よ
り
、
管
理
職
を

担
う
人
材
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
は
、
引
き
続
き
積
極
的
な
受
験
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

来
年
度
の
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
の
受
験
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
勉
強
や
日
常
業
務

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

� （単位：人、％）

対象者数 免除者数 免除率

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し
A A1 A2 A3 B B1 B2 B3 B/A B1/A1 B2/A2 B3/A3

事　務 487 136 95 256 123 32 24 67 25.3 23.5 25.3 26.2

技
　
術

Ⅰ 63 15 17 31 19 3 6 10 30.2 20.0 35.3 32.3

Ⅱ 44 14 9 21 14 4 2 8 31.8 28.6 22.2 38.1

Ⅲ 36 10 12 14 10 3 3 4 27.8 30.0 25.0 28.6

小　計 143 39 38 66 43 10 11 22 30.1 25.6 28.9 33.3

合　計 630 175 133 322 166 42 35 89 26.3 24.0 26.3 27.6

注1　対象者数とは、受験者数から合格者数等を除いた数である。
　2　全部とは、全部受験方式で筆記考査全てを受験した者
　3　分割とは、分割受験方式で受験した者
　4　前倒しとは、前倒し受験方式で受験した者

令和6年度管理職選考免除者総括表（選考区分別・受験方式別）
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令和6年　特別区人事委員会　
職員の給与等に関する報告及び勧告
～月例給・特別給ともに3年連続引上げ～

　特別区人事委員会（松原忠義委員長）は、10月9日（水）、各特別区の議会及び区長に対し、職員の給与等に関する報告及
び勧告を行いました。勧告では、職員の月例給及び特別給が民間を下回っていたことによる給料表の引上げ（較差11,029円　
2.89％）、特別給の年間支給月数の0.2月引上げ（4.65月→4.85月）等について言及しました。
　報告及び勧告の概要については、以下のとおりです。

2　人事・給与制度に関する意見
⑴　�未来を切り拓く人材の
確保と育成

・�行政は、地域共生社会の実現や災害対策、DXの推進等、複雑・多様化する行政課題の解決のため、未来を切り拓
く人材の確保と育成が急務

⑵　�時代に応じた採用	
制度の見直し

■将来を見据えた人材確保・育成策の検討
・�有為な人材の確保と職員の成長支援、研修等の環境整備に重点的に取り組むことが必要
・�公務への取組で得られる職員自身の成長実感がやりがいにつながり、組織パフォーマンスの向上に資する
■採用環境を踏まえた採用試験・選考の実施
・�試験内容の変更等、採用試験・選考の見直し・検証を継続して取り組む
・�令和7年には、SPIを活用した新たな試験方法を追加し、Ⅰ類採用試験で実施を予定
■�採用PR等の戦略的な展開
・�有為な人材の確保には、公務の魅力を広く発信することが肝要であり、PR活動をいかに就職・転職活動中の者へ

届けるかが重要
・�就職活動前の学生も対象とした職場体験の機会の提供は、公務の魅力への理解を深めることができるため、積極

的な取組が求められる
・内定後から採用までの間、特別区で働く意欲を向上させる取組が重要
■障害者の雇用促進
・障害者のキャリア形成の支援により障害者雇用の質の向上が求められている
■専門人材の活用
・�自治体DXの推進に向けた課題と必要なスキルを見極め、職員の得意分野を活かした適切な人材管理を行うことが

肝要
・行政需要の高度化やDX推進の必要性の高まりに伴い、特定任期付職員の活用を早急に検討することが必要

⑶　人材の育成

■人事評価制度の適切な運用
・管理職への本人開示制度の整備及び評価者研修の確実な実施が必要
・職務に求められる能力を可視化し、職員がその達成度を認識することで自身の成長を実感できる環境づくりが必要
・評価者による定期的な面談と職員の多様な能力を踏まえた指導・助言を行うことが肝要

1　本年の給与改定

令和6年　特別区人事委員会勧告等の概要

月例給

民間従業員 職　員 差

393,192円 382,163円 11,029円
（2.89％）

月例給 特別給

・�初任給について、民間企業や国における初任給の動向等を踏まえて
引上げ（改定額：Ⅰ類　23,800円、Ⅲ類　23,900円）

・�若年層の職員に重点を置きつつ、全ての級及び号給について給料月
額の引上げ

・年間の支給月数を0.2月引上げ
・�支給月数の引上げ分については民間の状況等を考慮し、期末手当及び

勤勉手当に均等に配分

扶養手当 今後の給与制度

・�配偶者又はパートナーシップ関係の相手方（以下「配偶者等」とい
う。）に係る手当を廃止し、子に係る手当額を引上げ

　（配偶者等：6,000円→廃止、子：9,000円→10,500円）

・�国の給与制度のアップデートを踏まえ、特別区の実情、国や他の地方
公共団体の状況及び民間給与との均衡を考慮し、見直しに向けて検討
が必要

特別給

民間支給割合 職員支給月数 差

4.87月分 4.65月 0.22月

※�本年の勧告に当たっては、一時的、特例的な措置として、行政系人事・給与制度の改正に伴う差額支給者（給料月額が各級の最高号給の金額を
超えて差額を支給されている職員）を公民比較対象職員から除外して公民較差を算出した。
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⑶　人材の育成

■若年層職員の組織的かつ計画的な人材育成
・�従来の研修やOJTの充実に加え、キャリア形成支援に係る取組やきめ細かい人事上の対応を図るなど、これまでと

は異なる視点による人材育成の推進が必要
・主任職昇任選考に対する試験制度の工夫や適切な合格者数の管理が重要
■管理職を担う者の人材育成
・管理職を担うべき人材を早い段階から育成することが必要
・�様々なスキルを有する職員をマネジメントする能力を身に付ける研修を行い、管理職を担う人材を積極的に確保し

ていく
■女性活躍の推進
・�働き方が多様化する中で、それぞれの職員に対して適正に評価することにより、適切な人材育成と積極的な登用を

図ることが必要
・昇任選考受験に対する支援や昇任への不安解消に向けたサポート体制を整備することが重要
■時代に適応した組織マネジメントの確立
・�人事施策を戦略的に行うためには、管理職員のマネジメント能力だけに頼らない人材マネジメント体制を構築する

ことが必要
・�職員の成長を最大限引き出すため、職員の働き方や個人の価値観の多様化等に適応した組織マネジメントを確立す

ることが求められる
■高年齢層職員の能力及び経験の活用
・�高年齢層職員が早い段階から高齢期の働き方のイメージを持ち、これまで培ってきた知識経験を存分に活かすこと

ができる環境を整えることが必要

　特定任期付職員採用制度を導入する場合において、給料表及び期末手当・勤勉手当等の取扱いについて意見を申し出る。
（特別区人事委員会事務局）

3　勤務環境の整備等に関する意見

4　特定任期付職員採用制度についての意見の申出

⑴　�誰もが活躍できる	
勤務環境づくり

・�多様で柔軟な働き方の重要性の見直しや人材確保競争の激化が進み、特別区においても限られた人的資源を最大
限活かすことが必要

・�全ての人が柔軟に働き活躍できる職場環境の整備は、職員がやりがいや意欲を高めキャリア形成や成長実感を得
ながら自己実現していくことや、仕事の質と組織全体の効率性・生産性を向上させることにつながる

・多様で柔軟な勤務環境の整備には、組織マネジメント及び制度を活用できる職場風土の構築が重要
■�職員のやりがいや意欲を高める環境づくり

（勤務環境の制度・整備等）
・�テレワークは多様な働き方やワーク・ライフ・バランスという観点だけではなく、事業継続や業務効率等の観点

からも導入と活用が必要
・フレックスタイム制導入の検討が引き続き必要
・定年引上げに伴い、高年齢層職員の多様な働き方のニーズに応えるため、勤務環境の整備が重要
・働き方の選択肢を広げるとともに、職場に適した制度の活用ができる職場風土の構築が必要

（仕事と生活の両立支援）
・男性職員の育児休業取得率等が向上しており、各区の取組が進んでいる
・�性別や職層に関係なく仕事と生活が両立できる勤務環境の整備に向け、男性の育児休業の長期化、代替措置の充

実や復帰後支援等の取組を図ることが必要
■魅力ある職場の基礎となる勤務環境づくり

（長時間労働の是正）
・�超過勤務に係る要因の整理・分析・検証の結果を踏まえ、DX推進や人員配置等、様々な方策を駆使することが重要
・教職員の長時間労働是正に向け、各区教育委員会による実効性の伴う対策が必要

（年次有給休暇の取得促進）
・管理職の年次有給休暇の取得促進は、休みやすい勤務環境づくりを推進する上でも有効
・時間単位休暇を除いた年5日以上の取得ができるように配慮することは、職員の健康を確保する上でも重要

（メンタルヘルス対策の推進）
・�メンタルヘルス対策においては、管理職の役割が重要であるため、対応力を向上させる研修の定期的・計画的な

実施が必要
・セルフケアは、メンタルヘルス不調の未然防止に有効であり、これを習得するための研修は重要

（ゼロ・ハラスメント対策）
・根絶の第一歩は正しい知識と理解にあり、全職員の定期的な研修受講が必要
・区の外部にも相談窓口を設置するなど、相談体制の拡充が必要
・�国・東京都等の動向を適時に捉えた、カスタマー ・ハラスメント防止に向けた積極的な取組を推進することが必要

⑵　�区民からの信頼の確保 ・コンプライアンス意識の醸成・向上等を目的とする研修を定期的・継続的に実施することが必要
・職員からの通報制度の整備への積極的な取組が望まれる
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●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修

発達障害支援（演習）③ 2/4（火）･2/25（火） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員、子ども家庭福祉行政に携わる職員

戸籍（中級）①②
①2/3（月）～2/7（金）
②�2/17（月）～2/19（水）・ 

2/27（木）・2/28（金）
同研修（初級）を修了し、戸籍事務を担当する職務経験2年以上の職員

まちづくり（基礎Ⅱ）①② ①②2月中～下旬 まちづくりに関連する事業を担当する職員

食品衛生 2月下旬 食品衛生監視業務に従事する職員

児童相談所関連研修

調整担当者研修 2/20（木）・2/25（火）

（1）調整担当者として職務を行う職員で、児童福祉司任用前講習会を修了した者
（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

※�児童相談所設置区以外の職員も受講可能だが、法律で義務付けられた研修を
受講したことを証明する修了証は交付されない。

児童虐待への対応② 2月中旬 （1）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
（2）その他特に希望する職員

児童福祉司（応用）Ⅱ 2月下旬 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
虐待対応の実務経験があり基本的な用語、法制度等をおおむね理解できている職員

児童心理司（応用）Ⅱ 2/21（金）・3/5（水） 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
虐待対応の実務経験があり基本的な用語、法制度等をおおむね理解できている職員

サポート研修

地方公務員法⑤ 2/4（火） 1 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を
行いたい1級職の職員

地方自治法⑥ 2/3（月） 1 級 職 の 職 員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから
地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

特別区制度② 2/5（水） 全 職 員 ★�都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴につ
いて、地方自治法等を読み解きながら学びたい職員

試行研修

児童相談所関連トピックス⑤ 1月下旬～2月中旬 児童相談所職員、その他子ども家庭福祉行政に携わる職員

※紙面の都合上、2月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部1月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法

や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/

index.html）もご覧ください。� （特別区職員研修所）

サポート研修「講演会」
『逆境こそ味方に！～未来を切り拓く発想法～』

対　象：特別区に勤務する職員
講　師：小島 慶子 氏（エッセイスト・メディアパーソナリティ）
内　容：�地域に身近な行政を担う職員は複雑多様化する行政課題や情報技術の急速な進展に伴うデジタル化への対応を迫られてい

ます。アナウンサーやメディアパーソナリティとしてのご活躍、約10年間の日豪往復生活や海外での生活などの幅広い
ご経験からピンチをチャンスにする発想法についてお話していただきます。

特別区職員研修所からのご案内

2月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

日時：�1月30日（木）	
14:30～16:00	
（14:00開場）
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●�サービス・マーケティング2	
顧客満足のためのサービスシステム� 【講座コード：2441E002】

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

「サービス・マーケティング入門」では、サービス商品
とはいったい何なのかという基本的なことを学んできまし
た。この「サービス・マーケティング2」では、「サービ
スをシステムとして組織的に経営し、顧客を満足させ、利
益を上げるためにはどうしたらよいのか」について最新の
マーケティングの理論をやさしく解説していきます。

第1回　サービスの品質と顧客価値の実現
第2回　サービス・マーケティング・ミックス①
第3回　サービス・マーケティング・ミックス②
第4回　顧客満足と従業員満足

講　師：�小泉 徹	
東京都立大学名誉教授

日　時：�1月20日、27日、2月3日、10日（月）	
19：00～20：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
1月開講講座のご案内です！！

●�「コンプライアンス」と「知的財産」	
～「知らなかった」では済まされない？～� 【講座コード：2441E003】

「コンプライアンス」という言葉は、企業経営などの実
務においては、しばしば「法令遵守」と翻訳されます。
「自分は普段から法律をちゃんと守ってるよ」と思う人

が大半かと思いますが、それでもなお、「コンプライアン
ス」の問題が日々のニュースで報じられることも多くあり
ます。今回は、そうした「コンプライアンス」と「知的財
産」がどのように関連するのかについて学ぶキッカケにな
ればと思います。

第1回　「コンプライアンス」について
第2回　�「コンプライアンス」と主な知的財産権について
第3回　「コンプライアンス」と著作権について

第4回　�「コンプライアンス」に関する補足事項と全体の
まとめ

講　師：�松本 公一	
あいわ弁理士法人 弁理士

日　時：�1月21日、28日、2月4日、18日（火）	
18：30～20：00（全4回）

受講料：10,100円
場　所：オンライン
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての	
《オンライン形式》講座となります。
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清掃一組の大気汚染防止に向けた取組
例
年
、
12
月
は
自
動
車
交

通
量
や
暖
房
の
使
用
の
増

加
、
気
象
条
件
の
影
響
等
に

よ
り
、
大
気
汚
染
物
質
濃
度

が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
環
境
省
で
は
、
毎
年
12

月
を
大
気
汚
染
防
止
推
進
月

間
と
し
て
、
き
れ
い
な
空
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
（
以
下

「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
の

清
掃
工
場
に
お
け
る
大
気
汚

染
防
止
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

清
掃
工
場
の
大
気
汚

染
防
止
対
策

焼
却
は
、
ば
い
菌
や
害
虫
、

に
お
い
の
発
生
な
ど
を
防
ぐ

ご
み
処
理
の
手
段
と
し
て
、

衛
生
的
な
環
境
の
確
保
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
の
容
積
も
減
る
の
で
最
終

処
分
場
を
長
く
使
う
た
め
に

も
効
果
的
で
す
。
一
方
で
、

ご
み
を
焼
却
す
る
過
程
で

は
、
ば
い
じ
ん
や
酸
性
ガ
ス
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
大
気

汚
染
の
原
因
と
な
る
物
質
が

生
成
さ
れ
ま
す
。
清
掃
一
組

で
は
万
全
の
環
境
対
策
を
施

し
た
う
え
で
、
清
掃
工
場
を

管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
で
は
、
大
気
汚

染
防
止
の
た
め
、
①
燃
焼
管

理
を
行
う
ほ
か
、
②
ろ
過
式
集
じ
ん

器
、
③
洗
煙
設
備
、
④
触
媒
反
応
塔
を

備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
排
ガ
ス
処

理
設
備
を
通
す
こ
と
で
、
汚
染
物
質
を

取
り
除
い
て
い
ま
す
（
上
段
図
参
照
）。

大
気
汚
染
防
止
法
等
の
法
基
準
値
を
遵

守
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
さ
ら
に
厳
し

い
自
己
規
制
値
を
設
け
て
、
大
気
汚
染

対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

①
燃
焼
管
理

燃
焼
管
理
は
焼
却
炉
内
に
お
い
て
、

ご
み
の
燃
焼
状
態
を
制
御
す
る
こ
と
で

す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制

す
る
た
め
、
高
い
燃
焼
温
度
と
十
分
な

空
気
で
ご
み
を
完
全
燃
焼
さ
せ
て
い
ま

す
。
清
掃
工
場
で
は
、
燃
焼
温
度
を

8
0
0
度
以
上
、
完
全
燃
焼
の
指
標
と

な
る
一
酸
化
炭
素
濃
度
を
1

�

0

�

0

�
p
�p�

m
以
下
に
管
理
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。（
一
部

の
工
場
で
は
数
値
が
異
な
り
ま
す
。）

②
ろ
過
式
集
じ
ん
器

ろ
過
式
集
じ
ん
器
で
は
、
ば
い
じ
ん

（
す
す
や
燃
え
か
す
）
を
フ
ィ
ル
タ
ー

で
捕
集
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
ー

の
前
段
で
消
石
灰
や
活
性
炭
等
を
吹
き

込
む
こ
と
に
よ
り
、
塩
化
水
素
・
硫
黄

酸
化
物
・
水
銀
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

排
ガ
ス
か
ら
除
去
し
て
い
ま
す
。

③
洗
煙
設
備

洗
煙
設
備
で
は
、
排
ガ
ス
を
水
と
薬

剤
で
洗
い
ま
す
。
苛
性
ソ
ー
ダ
（
水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
と
液
体
キ
レ
ー
ト
を

混
ぜ
た
水
の
シ
ャ
ワ
ー
を
排
ガ
ス
に
浴

び
せ
る
こ
と
で
、
水
銀
・
塩
化
水
素
・

硫
黄
酸
化
物
を
除
去
し
ま
す
。

液
体
キ
レ
ー
ト
は
、
重
金
属
類
を
捕

捉
す
る
薬
剤
で
す
。「
キ
レ
ー
ト
」
と

は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
カ
ニ
の
は
さ
み
」

で
す
。
薬
剤
が
金
属
イ
オ
ン
と
結
合
す ろ過式集じん器内部（下から見た写真）

④触媒反応塔②ろ過式集じん器

③洗煙設備

①燃焼管理

大気汚染防止対策の概略図

ろ過式集じん器の概略図
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る
様
子
が
、
カ
ニ
が
物
を
つ
か
む
の
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
称
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

④
触
媒
反
応
塔

触
媒
反
応
塔
で
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を

吹
き
込
み
、
触
媒
の
機
能
に
よ
り
窒
素

酸
化
物
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
分
解
し

て
い
ま
す
。

排
ガ
ス
濃
度
監
視

清
掃
工
場
で
は
、
燃
焼
状
態
が
正
常

で
あ
る
こ
と
、
排
ガ
ス
処
理
設
備
が
正

常
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
、
排
ガ
ス
中
の
成
分
を
連
続
測
定

す
る
排
ガ
ス
分
析
計
で
常
時
監
視
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
排
ガ
ス

測
定
も
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
第
三
者
機
関
と
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
調
査
・
分
析
を
行
う
計
量
証
明

事
業
者
の
こ
と
で
す
。

臭
気
対
策

清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、

ご
み
バ
ン
カ
に
貯
留
さ
れ
、
臭
気
が
発

生
し
ま
す
。
ご
み
バ
ン
カ
内
の
臭
気
を

帯
び
た
空
気
は
焼
却
炉
に
送
ら
れ
、

8
0
0
度
以
上
の
高
温
の
焼
却
炉
内
で

熱
分
解
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
車
両
が
ご
み
バ
ン
カ
に

ご
み
を
投
入
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

出
入
口
に
は
エ
ア
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し

て
、
臭
気
が
建
物
の
外
に
出
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
定
期
点
検
補
修
等
で
焼
却
炉

が
停
止
し
て
い
る
期
間
は
、
脱
臭
装
置

を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

周
辺
大
気
環
境
調
査

各
清
掃
工
場
と
そ
の
周
辺
地
域
で
、

大
気
汚
染
物
質
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

工
場
と
工
場
周
辺
の
公
共
施
設
な
ど
に

大
気
測
定
用
の
機
器
を
置
き
、
清
掃
工

場
の
煙
突
か
ら
出
る
排
ガ
ス
が
周
辺
の

大
気
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

測
定
結
果
の
公
表

清
掃
一
組
で
は
、
清
掃
工
場
の
安
全

か
つ
安
定
的
な
操
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的
な
情
報

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

環
境
関
連
の
測
定
結
果
は
、
地
域
住

民
の
代
表
や
工
場
所
在
区
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
清
掃
工
場
の
運
営
協
議
会
な
ど

で
報
告
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
工
場
等
が
発
行
す
る
「
工

場
だ
よ
り
」
や
「
環
境
報
告
書
」、
清

掃
一
組
が
運
営
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
ご
み
の

中
間
処
理
を
通
し
て
23
区
の
環
境
保
全

と
公
衆
衛
生
の
向
上
の
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
技
術
課
）

排ガス分析計

目黒清掃工場

触媒のパネル

第三者機関による排ガス測定の状況

触媒反応塔の概略図
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白熱のレースをフジテレビ系列で生中継

12月29日（日）は東京大賞典（GⅠ）！

東京大賞典特設サイトでは、
直前情報やイベント情報などを

順次更新予定！▼▼

レース名：第70回東京大賞典（GⅠ）
実施日時：2024年12月29日（日）　第9競走（15時40分発走予定）
放送時間：�フジテレビ、関西テレビ、東海テレビ、�

北海道文化放送　14：45～16：00

その他の中継情報はこちら▶▶▶

　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

12 11/4～11/8 8,914,494,030円 1,321,970人 1,782,898,810円 264,394人 6,740円 69.0% 92.0% 74.9%

（競馬事務局 広報課）

今年のダートNo.1を決めるグランプリレース「東京大賞典（GⅠ）」
が12月29日（日）に開催されます。「東京大賞典（GⅠ）」は地方競
馬で唯一、国際GⅠに格付けされている国際競走で、そのレベルの
高さは芝のレースも含めた世界のGIレーストップ100にランクイン
するほど。今年も有力馬が多く参戦し、熱い戦いが期待されます。
その模様を、フジテレビ系列（フジテレビ・関西テレビ・東海テ

レビ・北海道文化放送）で生中継！一年を締めくくるビッグレース
にどうぞご注目ください。

Champions TCK
オンラインショップは

こちら ▼

ここだけのオリジナルグッズも！
グッズショップChampions TCK

大井競馬場L-WING1階にある公式グッズショップ「Champions TCK」では、ジョッキーや競走馬、TCKのPRキャラ
クターであるうまたせ！＆ウマタセーヌの様々なグッズを販売しています。お菓子や小物、ステーショナリー、Tシャ
ツなど幅広い品ぞろえで、きっとお気に入りの一品が見つかるはず。オンラインショップもあるので、なかなか競馬場
まで足を運ぶ機会がないという方もご自宅からご購入いただけます。ぜひ一度ご覧ください。

第69回東京大賞典優勝馬　ウシュバテソーロ号

▲ �「お座りうまたせ！」 
手乗りサイズのかわいいうまた
せ！ぬいぐるみ。

▲ �「マルチケース」
　 �水彩画のようなデザインがお洒

落な、カラビナ付きハード携帯
ケース。

▲ �「オリジナルステッカー」 
競馬ならではのデザインも。
色々な場所に貼って楽しめる 
ステッカー。
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毎年12月29日に行われるダート競馬の総
決算レースで、地方競馬で唯一となる国際G
Ⅰに格付けされている国際競走です。芝の
レースも含めた世界のトップ100GIレース
にランクインするほどレベルが高いレース
で、日本全国から集結したダートグレード戦
線の実績馬や海外で活躍する実力馬が参戦
し、その年のダートNo.1を決めるグランプリ
レースとして高い注目が集まります。

東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（日）
●2,000m

年末に3日連続で行われる重賞の第2弾は、
年の瀬のダートを彩るレディたちが競演する
マイル（1,600m）戦の牝馬限定の重賞です。
年明けのダートグレード戦線に向けて、南関
東所属馬の勢力図を確認する意味でも見逃
せない一戦です。
〈1着馬・2着馬にクイーン賞の優先出走権を
付与〉

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（月）
●1,600m

2024年のラストを飾る重賞は、デビュー間
もない2歳馬の女王決定戦。ゴール前写真
判定装置やスターティングゲートの採用、ナ
イター競馬「トゥインクルレース」の実施など
TCKには日本初の試みが数多く存在します
が、2歳牝馬限定の重賞創設もJRAに先ん
じた画期的な試みでした。翌年春のクラシッ
クロードに向けて、若き乙女たちが精一杯の
走りを繰り広げます。

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（火）
●1,600m

TCKで行われる年明け最初の重賞で、国内
で最も長い距離（2,600m）で争われるダー
ト重賞です。コースを約1周半駆け抜けるた
め、長距離ならではのペース配分や位置取り
が勝敗を分けるケースも多く、ジョッキーた
ちの腕比べも見逃せないポイントです。
〈1着馬・2着馬にダイオライト記念の優先出
走権を付与〉

金盃
（SⅡ）
●1月29日（水）
●2,600m

12月の開催予定 1月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

　12月29日（日）東京大賞典（GⅠ）に合わせ、今年も特設
サイトがオープンしました。カギとなる前哨戦の成績や直前情
報、各種イベント情報などを順次、更新予定！情報盛りだくさ
んでお届けします。ぜひご覧ください。

～フィナーレへ、駆け上がれ。～
東京大賞典特設サイトオープン

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 　 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

東京大賞典
特設サイトはこちら▶▶

東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京２歳優駿牝馬

大井競馬開催

金盃

大井競馬開催大井競馬開催

浦和競馬開催

船橋競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催


